
SWOT分析レポート：司法書士業界 

本分析では、司法書士業界の内部要因（強み・弱み）および外部要因（機会・脅威）を

網羅的に整理し、業界関係者ですら気づきにくい視点も含めた SWOT 分析を提示します。 

【Strengths（強み）】 

- 国家資格による独占業務と社会的信頼性の高さ 

- 高齢化社会による相続・成年後見業務の継続的需要 

- 不動産・商業登記という「法制度に根ざした恒常業務」の安定性 

- 少人数でも開業可能なスモールビジネスモデル 

- 地域密着型の関係構築がしやすく、紹介・口コミが強い 

- 登記業務は定型性が高く、AI による業務支援と親和性が高い 

- 法律分野の中でも文書中心であり、ChatGPT等の生成 AI 導入が比較的しやすい領域 

【Weaknesses（弱み）】 

- 報酬体系が旧来制度に縛られており、価格改定が難しい 

- 資格取得までのハードルが高く、後継者不足が深刻 

- IT 対応やマーケティングが遅れている事務所が多く、若年層への訴求が弱い 

- 登記業務の「定型化」が進むことで差別化が難しい 

- 書類業務依存型のため、急な制度変更・電子化に脆弱 

- 司法書士の専門性が一般に認知されておらず、行政書士・弁護士との混同がある 

- 業務の属人化が進み、引き継ぎ・事業承継に困難を抱えやすい 

【Opportunities（機会）】 

- 相続登記の義務化による市場拡大（2024 年以降） 

- 成年後見制度の見直し議論による新業務創出の可能性 

- 外国人労働者・不動産投資家の増加に伴う、国際登記や多言語対応業務の需要 

- 法務局オンライン化により遠隔地対応・全国展開が可能に 

- ChatGPT 等による「非専門家向け一次対応 AI」の台頭と業務提携の機会 

- IT 補助金・事業再構築補助金などによる DX投資の好機 

- 信託制度の普及により「相続対策・資産管理支援」市場が拡大 

- 成年後見人等への就任機会が拡大する社会的課題への関与チャンス 



【Threats（脅威）】 

- 登記制度のオンライン化・簡略化により、非士業プレイヤーの台頭（不動産テックな

ど） 

- ChatGPT などの生成 AIによる「低価格な自己解決支援」の広まり 

- 裁判所業務の簡略化・簡裁ルートの見直しで書類作成業務の減少 

- 司法書士業界全体の高齢化と後継者不在による自然淘汰リスク 

- 同業者との価格競争激化と、都市圏では差別化困難 

- 顧客（特に Z世代）の「リアル接触不要志向」に対し、非デジタル型の事務所が取り

残される 

- 行政書士や税理士など周辺士業による「隣接領域」への進出圧力 


